
■
日
亜
特
別
待
遇
奨
学
生 

採
用
証
書
授
与
式
を
挙
行 

 

　
工
学
部
で
は
、６
月
２２
日
に
日
亜
特
別

待
遇
奨
学
生
採
用
証
書
授
与
式
を
日
亜

ホ
ー
ル
に
お
い
て
挙
行
し
ま
し
た
。 

　
日
亜
特
別
待
遇
奨
学
生
制
度
は
、日

亜
化
学
工
業
株
式
会
社
よ
り
贈
ら
れ
た

奨
学
寄
付
金
を
原
資
と
し
、学
部
生
及

び
大
学
院
生
を
対
象
と
す
る
返
済
の
義

務
を
課
さ
な
い
奨
学
金
制
度
で
２１
世
紀

を
担
う
人
材
育
成
を
行
う
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
。 

　
入
学
試
験
の
成
績
、研
究
業
績
等
で

選
考
さ
れ
た
、学
部
生
１３
名
、大
学
院
生

１３
名
、計
２６
名
が
矢
野
工
学
部
長
か
ら

採
用
証
書
を
授
与
さ
れ
、採
用
生
代
表

の
電
気
電
子
工
学
科
増
田
周
平
さ
ん
が
、

日
亜
化
学
工
業
株
式
会
社
の
田
崎
登
副

社
長
ら
に
謝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。 

　
こ
の
奨
学
生
制
度
は
、今
年
度
か
ら
１０

年
間
の
計
画
で
実
施
す
る
予
定
で
、奨
学

生
に
は
、進
級
時
の
学
業
成
績
等
の
審
査

を
条
件
に
、卒
業
（
修
了
）ま
で
の
間
、毎

月
１０
万
円
を
支
給
し
ま
す
。 

 

■
第
５６
回
四
国
地
区 

大
学
総
合
体
育
大
会
を
開
催 

 「
第
５６
回
四
国
地
区
大
学
総
合
体
育
大

会（
四
国
イ
ン
カ
レ
）」
は
、一
部
の
競
技
を

除
い
て
７
月
１
日
（
金
）か
ら
３
日
（
日
）

ま
で
の
３
日
間
の
日
程
で
、徳
島
県
を
舞

台
に
、本
学
が
当
番
大
学
と
な
り
、開
催

さ
れ
ま
し
た
。 

　
四
国
地
区
の
２８
大
学
・
短
大
か
ら
４
、

０
４
７
名
の
学
生
が
参
加
し
、
２５
競
技
に

熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。 

　
本
学
か
ら
は
、
２３
競
技
に
４
５
１
名（
男

子
３
６
５
名
、女
子
８６
名
）の
学
生
が
出

場
し
、総
合
成
績
は
、男
子
が
第
５
位（
昨

年
第
４
位
）
、女
子
が
第
５
位
（
昨
年
第

８
位
）
と
健
闘
し
ま
し
た
。
ま
た
、競
技

別
で
は
、体
操
競
技（
男
子
）・
水
泳
競
技

（
女
子
）が
優
勝
、水
泳
競
技（
男
子
）・
ソ

フ
ト
テ
ニ
ス（
男
子
）・
ヨ
ッ
ト（
男
子
）が

第
２
位
、硬
式
庭
球（
男
子
）・
ボ
ー
ト（
男

子
）・
弓
道（
女
子
）が
第
３
位
と
好
成
績

を
残
し
ま
し
た
。 

　
な
お
、７
月
２
日
・
３
日
は
あ
い
に
く

の
雨
天
の
た
め
４
競
技（
サ
ッ
カ
ー
、ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
、自
動
車
競
技
、硬
式
野
球
）が
、

残
念
な
が
ら
中
止
と
な
り
ま
し
た
。 

 

■
県
内
高
校
と
の 

連
絡
協
議
会
を
開
催 

 

　
７
月
２７
日
、工
学
部
共
通
講
義
棟
大

会
議
室
で
「
県
内
高
校
と
徳
島
大
学
と

の
連
絡
協
議
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。 

　
こ
の
協
議
会
は
、高
校
教
育
と
大
学
教

育
の
現
状
及
び
改
革
の
状
況
に
つ
い
て

相
互
理
解
を
深
め
、大
学
に
お
い
て
は
、

高
校
側
か
ら
の
提
言
等
を
教
育
の
改
善

や
大
学
改
革
に
反
映
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
開
催
し
て
い
る
も
の
で
、今
回
で

８
回
目
と
な
り
ま
す
。 

　
高
校
側
か
ら
は
県
内
高
等
学
校
２７
校

の
校
長
等
、学
内
か
ら
は
青
野
学
長
は
じ

め
川
上
副
学
長
、各
学
部
長
、各
学
部
教

務
委
員
長
及
び
全
学
共
通
教
育
セ
ン
タ

ー
長
等
が
出
席
し
、「
高
校
教
育
と
大
学

教
育
の
良
好
な
接
続
に
つ
い
て
ー
こ
れ

か
ら
の
高
大
連
携
の
あ
り
方
に
つ
い
て
ー
」

を
テ
ー
マ
に
、活
発
な
意
見
交
換
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
具
体
的
課
題
の
解
決
方
策

が
提
言
さ
れ
る
な
ど
非
常
に
実
り
の
多

い
協
議
会
と
な
り
ま
し
た
。 

 

■
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス 

（
学
部
説
明
会
）を
開
催 

 

　
高
校
生
を
対
象
に
、大
学
の
公
開
、情

報
提
供
を
目
的
と
し
た
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン

パ
ス
を
、常
三
島
地
区
は
８
月
３
日（
水
）・

４
日（
木
）、蔵
本
地
区
は
８
月
４
日（
木
）・

５
日（
金
）に
開
催
し
、県
内
外
の
高
校
生
、

保
護
者
及
び
高
校
教
員
等
、合
わ
せ
て
１
、

９
８
５
人
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。 

　
各
学
部
で
は
、学
部
・
学
科
紹
介
、入

学
試
験
案
内
、施
設
見
学
を
は
じ
め
と

し
て
、体
験
入
学
、大
学
院
生
等
と
の
懇

談
会
、研
究
内
容
紹
介
な
ど
、多
彩
な
内

容
を
準
備
し
、本
学
の
Ｐ
Ｒ
に
取
り
組
み

ま
し
た
。 

　
ま
た
、医
学
部
保
健
学
科
看
護
学
専

攻
で
は
、８
月
４
日
（
木
）
午
前
に
看
護

体
験
を
実
施
し
ま
し
た
。 

 

■
高
校
生
の
た
め
の 

体
験
大
学
院
を
開
催 

 

　
大
学
院
工
学
研
究
科
で
は
、８
月
３
日

（
水
）
午
後
か
ら
、高
校
生
の
た
め
の
体

験
「
大
学
院
」
を
開
催
し
、１
３
６
人
の

参
加
が
あ
り
ま
し
た
。 

　
こ
の
企
画
は
、工
学
研
究
科
の
う
ち
９

専
攻
が
１６
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
担
当
し
、単
な

る
研
究
内
容
の
紹
介
で
は
な
く
、現
在
、

本
学
の
大
学
院
で
行
わ
れ
て
い
る
先
端

研
究
の
現
場
に
実
際
に
参
加
し
、科
学
・

技
術
の
面
白
さ
を
知
り
、理
工
系
分
野
の

学
習
へ
の
興
味
を
深
め
て
も
ら
お
う
と

す
る
も
の
で
す
。 

　
午
前
に
行
わ
れ
た
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ

ス
に
引
き
続
き
行
っ
た
行
事
と
い
う
こ
と

も
あ
り
、参
加
者
は
、興
味
を
抱
い
た
専

攻
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
体
験
し
、さ
ら
に
造

詣
を
深
め
て
い
た
よ
う
で
す
。 

 

■
平
成
１７
年
度
第
１
回 

徳
島
地
域
連
携
協
議
会
を
開
催 

 

　
８
月
４
日
、「
平
成
１７
年
度
第
１
回
徳

島
地
域
連
携
協
議
会
」
が
徳
島
プ
リ
ン
ス

ホ
テ
ル
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

　
本
協
議
会
は
、徳
島
県
、県
教
育
委
員

会
、市
長
会
、町
村
会
及
び
徳
島
大
学
が

連
携
・
協
力
し
、連
携
事
業
の
企
画
・
調

整
を
行
い
、地
域
貢
献
に
資
す
る
目
的
で

設
置
さ
れ
た
も
の
で
、今
回
で
４
回
目
の

開
催
と
な
り
ま
す
。 

　
会
議
で
は
、黒
田

副
学
長（
本
協
議
会

会
長
）の
進
行
に
よ

り
、今
年
度
の
共
催

事
業
計
画
及
び
県
・

市
町
村
と
大
学
の

連
携
・
要
望
事
項
に
つ
い
て
審
議
さ
れ
ま

し
た
。
事
業
計
画
で
は
、阿
南
市
で
「
地

域
防
災
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
タ
ウ
ン
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
や
「
高
齢
者
の
認
知
症
」
を
テ

ー
マ
と
し
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開
催
が
承

認
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、県
・
市
町
村
と

大
学
の
連
携
・
要
望
事
項
で
は
、大
学
が

事
前
に
調
査
し
た
自
治
体
と
大
学
に
お

け
る
３２
件
の
連
携
事
業
に
つ
い
て
意
見

交
換
が
行
わ
れ
、Ｇ
Ｉ
Ｓ
の
有
効
利
用
に

関
す
る
共
同
研
究
、県
民
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
に
資

す
る
事
業
等
、今
後
地
域
活
性
化
に
つ
な

が
る
個
別
事
業
を
推
進
す
る
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。 

 

■
第
９
回 

科
学
体
験
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル 

ｉｎ 

徳
島
を
開
催 

 

　
工
学
部
は
、徳
島
県
教
育
委
員
会
、徳

島
市
教
育
委
員
会
等
の
後
援
、日
亜
化

学
工
業
（
株
）の
協
賛
を
得
て
、（
株
）
阿

波
銀
行
、四
国
電
力
（
株
）
徳
島
支
店
と

の
共
催
に
よ
り
、８
月
６
日
（
土
）
、７
日

（
日
）に
「
第
９
回
科
学
体
験
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
ｉ
ｎ
徳
島
」
を
同
学
部
構
内
で
開
催

し
ま
し
た
。 

　
当
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
は
、「
青
少
年
の
科

学
す
る
心
の
育
成
と
科
学
に
対
す
る
関

心
を
高
め
、地
域
社
会
の
科
学
技
術
の

振
興
に
貢
献
す
る
。
」
と
い
う
目
的
の
も

と
に
、９
回
目
と
な
る
今
回
も
「
さ
わ
っ
て
、

つ
く
っ
て
、楽
し
い
科
学
」
を
コ
ン
セ
プ
ト

に
、同
学
部
の
各
研
究
室
を
は
じ
め
、県

内
の
小
・
中
・
高
校
各
教
育
研
究
会
理
科

部（
学
）会
や
、（
株
）タ
ダ
ノ
、四
国
電
力

（
株
）
、（
株
）Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
四
国
、日
亜

化
学
工
業
（
株
）
と
い
っ
た
県
内
外
の
企

業
等
か
ら
３４
の
ブ
ー
ス
が
出
展
し
、開
催

さ
れ
ま
し
た
。 

　
今
年
の
特
別
企
画
は
、同
学
部
の
技

術
職
員
が
中
心
と
な
っ
て
企
画
し
、昨
年

度
に
引
き
続
き
実
施
さ
れ
た
「
科
学
忍

者
ワ
ー
ル
ド
」
で
し
た
。「
壁
抜
け
の
術
」
、

「
声
変
わ
り
の
術
」、「
忍
者
の
宝
珠
」、「
カ

チ
ン
コ
チ
ン
の
術
」
な
ど
に
子
ど
も
達
は
、

歓
声
を
上
げ
て
い
ま
し
た
。 

　
２
日
間
で
１
万
人
近
い
来
場
者
が
あ
り
、

大
盛
況
で
し
た
。 
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行事予定 
2005 /10/ 01～2005 /12/ 31

 
●市民大学科学講座 
10月1日[土]午後2時～4時 
11月19日[土]午後2時～4時 
徳島大学総合科学部3号館スタジオ(常三島) 
問い合わせ先:総合科学部自然システム学科 
中山信太郎； 088-656-7236 
 
●第52回徳島大学解剖体慰霊祭 
10月18日[火] 
大塚講堂(蔵本) 
問い合わせ先:医学･歯学･薬学部等事務部 
学務課； 088-633-9649 
sygakumuss2@jim.tokushima-u.ac.jp 
  
●第2回大学院ヘルスバイオサイエンス研究部市民講座 
10月23日[日] 
長井記念ホール(蔵本) 
問い合わせ先:医学･歯学･薬学部等事務部 
学務課； 088-633-9118 
isysoumu1k@jim.tokushima-u.ac.jp 
 
●第53回徳島大学祭 
11月3日(木)～5日[土](常三島/蔵本) 
問い合わせ先:学務部学生課088-656-7287 
学務課； gksenmn4@jim.tokushima-u.ac.jp 
 
●第2回大学院ヘルスバイオサイエンス研究部 
　シンポジウム 
11月28日[月] 長井記念ホール(蔵本) 
問い合わせ先:医学･歯学･薬学部等事務部 
総務課； 088-633-9118 
学務課； isysoumu1k@jim.tokushima-u.ac.jp 
 
●平成17年度徳島大学遺骨返還･ 
　感謝状贈呈式/解剖体納骨式･追悼式 
12月9日[金] 青藍会館(蔵本) 
問い合わせ先:医学･歯学･薬学部等事務部 
学務課； 088-633-9649 
isygakumuss2@jim.tokushima-u.ac.jp

ev
en

ts

■
愛
し
て
ま
す
か
？
　
あ
な
た
の
地
球 

ＣＯ２
削
減
行
動
計
画
骨
子 
 

ＣＯ２
排
出
量
に
大
き
く
関
連
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
使
用
量
に
つ
い
て
、 

２
０
１
０
年
度
ま
で
に
、２
０
０
４
年
度
使
用
量
に
対
し 

１０
％
削
減
す
る
こ
と
を
目
標
と
す
る
。 

●
電
気
使
用
量
を
１２
％
削
減
。 

　
使
用
し
て
い
な
い
教
室
の
消
灯 

　
冷
房
下
限
温
度
を
２０
度
に
設
定
な
ど 

●
ガ
ス
使
用
量
を
８
％
削
減 

●
水
道
使
用
量
を
１２
％
削
減 

　
水
道
詮
の
チ
ェ
ッ
ク
、漏
水
の
防
止
な
ど 

●
重
油
使
用
量
を
１２
％
削
減 

●
通
勤･

通
学
ノ
ー
カ
ー
デ
ー 

　
毎
月
第
２
、第
４
金
曜
日
を 

　「
通
勤･

通
学
ノ
ー
カ
ー
デ
ー
」
に
設
定 

 

省
エ
ネ
は
　 

  

身
近
な
こ
と
の
　 

           

積
み
重
ね 


